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書道科教育と作品制作に関する
研究
（近代の書ー三輪田米山の書美を中心にー）

美術教育講座
准教授
服部 一啓

最終更新日：2015年9月3日

キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

・書道、書写書道教育、手書き文字文化

私の研究テーマは近代の書、とりわけ「三輪田米山（四国・松山）」「中林梧竹（九州・小城）」を中心とした、その書美
の在り方を研究することと、古典研究と創作表現による作品制作です。

近代の書については、人物と書のかかわり、書と時代、地域と書との関連について研究を進めています。書道の研
究分野のみならず、書道教育の研究分野においては、教材論の基盤となる研究です。

高等学校芸術科書道教諭として経験したことを生かし、書道教育の理論と実践の融合
を目指して研究を進めています。書道パフォーマンスに係る指導実績はその一環です。
書写教育の分野では、小学校・中学校の教科書・指導書の執筆を行っています。

制作面では、「個展」による作品発表を行い、自らの主張と表現を問うています。
主として「少字数書」と呼ばれる分野に取り組み、古典研究と創作表現に
独自の制作理論と制作力を展開しています。

私の研究成果は、小・中学校で国語科書写、高等学校で芸術科書道の実践指導、および研究会等で活用していた
だくことができます。例えば指導者研修などは、高等学校芸術科書道免許状に対応する科目、「書道（書写を含む）」
「書道史」「書論・鑑賞」「書道科教育法」相互の関連を意識しながら教材研究・開発の支援、指導や助言が可能です。

そして、生徒を対象とした実技講習や講演なども実施指導いたします。

また、「書」や「手書き文字」に関わる企画展やシンポジウムにも研究成
果を役立てることが可能です。

個展・常設展などでは、芸術文化によって町や施設を活性化し、市民に

本物の書を鑑賞できる機会を設けたいという要請に応えることが可能です。

・平成25～27年 合同錬成会及び指導者講習会 講師（岡山県高等学校文化連盟、岡山県高等学校教育研究会）
・平成26年 文化芸術による子供の育成事業〈芸術家の派遣事業〉 講師 （文化庁文化部芸術文化課）
・平成27年 書道特別展「とてつもない書ー米山の大字」 講演講師 （徳島県立文学書道館）
・平成26年 「三輪田米山特別展」 実行委員
・平成24年 「今、なぜ米山なのか」（三輪田米山展シンポジウム） 講演講師 （愛知県芸術文化センター）
・平成25年 九州地区大学図書館協議会 講演講師
・平成23年～27年 佐々木盛行氏・日野俊顕氏中林梧竹研究資料検討委員会 検討委員（小城市）
・平成26年 福岡県小学校児童書写審査会 教育支援 （福岡県小学校国語教育研究会）
・個展開催 3回 （新潟・愛媛）
・常設展示ギャラリー 社会福祉法人 愛美会「山田井の郷」（愛媛）
・映画製作事業「書道ガールズ!!わたしたちの甲子園」 企画協力
・映画制作事業「青い青い空」 スーパーバイザー
・四国中央市ふるさとアドバイザー

書

制作

教育研究

講演・シ
ンポジウ
ムなど

指導者

研修など

生徒実
技講習
など

作品発表
など

「福岡教育大学研究シーズ集」【個人別シーズ登録票】No.030

油彩画制作と
描画材料の教材研究

美術教育講座
准教授
加藤 隆之

最終更新日：2015年8月20日

キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

・絵画 ・図画 ・描画材料 ・クレヨン

私の専門分野は、絵画（油彩画）の作品制作です。象徴性をテーマにして、人物や植物、リボンといったモチーフを
画面のなかで構成して表現しています。西洋的な空間表現や、混合技法と呼ばれるテンペラ絵具と油絵具を併用した
西洋古典技法を用いて制作しています。
一方で、絵画組成と呼ばれる、描画材料の中身についての研究をもとにした教材研究にも取り組んでいます。絵具
は、顔料と呼ばれる微細な色の粉と展色剤と呼ばれる接着する役割を持った糊の成分でできています。この顔料と展
色剤を応用して、教材に使用できるような素材や題材作りに取り組んでいます。

〇生涯教育における、絵画指導に貢献することができます。鉛筆や木炭でモチーフを描く基礎的な内容から、油絵具
や古典技法による本格的な表現まで指導可能です。
〇児童画などの絵画展審査を、専門的な立場から審査することができます。
〇公共的な壁面への壁画制作ボランティアの助言・指導が可能です。
〇教員作品や学生作品を用いた教育現場での作品展示（移動美術館としての実施例あり）が可能です。
〇絵画組成を活かした教材作りに関して以下の実績があり、授業やワークショップの実施が可能です。
・パステルつくり・水彩絵の具つくり（中・髙生対象公開講座、教員対象研究会）
・クレヨンをつくろう（幼稚園対象研究保育、小学生対象ワークショップ、中学校授業など）
・クレヨンの活用例（石とクレヨンの宝石つくり、虹色クレヨンつくり）

・平成27年度宗像区図画工作科教育研究会 講師（内容：顔料作り、絵具作り、クレヨン作り、クレヨンの活用例）
・平成26年度福岡県小学校児童画展柳川地区審査会 審査
・平成25年度福岡県小学校児童画展みやま地区審査会 審査
・平成26年度大学教員による附属学校・園との授業実践の研究（附属福岡中学校授業・クレヨンをデザインしよう）
・平成23～25年度大学教員による附属学校・園との授業実践の研究（附属幼稚園保育・クレヨンをつくろう）
・平成27年度宗像消防署神湊出張所の防火壁画の制作
・平成26年度宗像消防署赤間出張所の防火壁画の制作
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